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研究成果概要 
われわれはエネルギーの高い銀河宇宙線（銀河のかなたから飛来する放射線）

を観測して、宇宙天気予報を行うことを試みています。太陽から放出された磁気雲

は、やがて地球に到達すると大規模な地磁気嵐を引き起こすことが知られていま

す。磁気雲はまわりの宇宙線を押しのけながら進むため、その後ろに宇宙線の少な

い空間（青い斜線の引かれた領域）を作り出します。前方にあるわれわれの地球が、

この宇宙線の少ない領域と磁力線（黒の実線で描かれています）でつながると、こ

の領域から磁力線にまきつきながら地球にやってくる宇宙線（青い矢印）は他の方

向からやってくる宇宙線（赤い矢印）よりも数が少ないはずです。したがって、地

球で様々な方向から飛来する宇宙線を測っていて、もし磁力線に沿った方向から来

る宇宙線が少ないことが分かれば、それは磁気雲が地球に近づいている証拠となり

ます。エネルギーの高い宇宙線はほぼ光の速度（磁気雲より３００倍速い！）で運

動するため、磁気雲の背後から来る宇宙線は磁気雲を追い越し、磁気雲が地球に到

達するより早く地球で観測されるという点です。つまり、宇宙線を観測することで

磁気雲の地球到来を予報することができるのです。我々は２００３年１０月に実際

にこうした現象を観測することに成功しました。 
こうした観測にもとづき、何時起こるとも知れない地磁気嵐の「予報」を行うに

は、観測機を毎日 24 時間連続的に運転することが必要です。しかしながら、現在

乗鞍観測所は冬季閉鎖され、連続観測を行うためには独自に電力を賄い無人で運転

できるシステムが必要となっていました。このため、我々は太陽発電による「冬季

自立運転システム」を建設し、連続観測を行っています。 
発電量が限られているため、「冬季自立運転」を実現するには観測機の徹底した

省電力化が必要になります。我々は、全消費電力が 36W のシステムの建設に成功

しています。観測データは、自動的にマイクロ波回線を利用して無線 LAN で信州

大学に送られ、常時リアルタイムで解析が出来るようになっております。今年度は、



電源復旧後に観測が自動的に再開するシステムの開発を行うとともに、観測システ

ムを遠隔操作で修正・変更できるよう改良しました。その結果、積雪の影響で 2 度

ほど観測が中断しましたが、その度に予定通り観測を再開することが出来、現在も

順調に連続観測を継続中です。宇宙天気予報の実現を目指して、今後もシステムの

改良を行って行く予定です。 
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